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検査画面は集約してシンプルに。
心地よい操作感。 Point.1

一人ひとりに個別の操作権限！
情報漏洩や誤操作ﾘｽｸを低減。 Point.2

視認性と操作性を向上させるために、

1検体における必要な情報を１画面に

集約しました。

画面切り替えが必要なく、よりスムーズ

にかつ直感的にご利用いただけます。

また、画面レイアウトはお客様のニーズ

に合わせて柔軟に変更可能です。

煩わしさで業務の手を止めることはござ

いません。

１画面
に集約

使用頻度が低い利用者が、不要な操

作権限を持っていると思わぬ操作ミス

につながります。本システムではログイ

ンユーザ毎に操作権限を設定でき、誤

操作を防ぐことができます。

例えば、夜間帯の受付業務など、通常

業務でシステム利用されない方には機

能を限定してご利用頂く等です。

また、データ漏えいや破壊、不用意な

データ更新等のリスクの低減にもつなが

ります。

警告菌チェックによるサポートは
病院様ニーズに合わせた形で。 Point.3

自動分析装置や他システムは
何でも接続。メーカ問いません！ Point.4

警告菌チェックは、一般的なものから病院

独自のものまでマスタ項目により柔軟に設定

ができます。

業務画面で、ロジックに該当した菌／薬剤に

チェックマークが付与される為、目視確認も

容易に行えます。

ロジックに該当した場合の動作も、コメントの

付与、菌名変更、対象患者リストの出力など

多岐にわたりサポートいたします。

また、新たな警告菌ロジックを追加した場合

などでも、過去のデータに対して、再計算機

能により一括で警告菌チェックを実施できます。

自動分析装置や電子カルテ、オーダリング

システム等との接続については、メーカを問

わず、スムーズな接続が行えます。

「血液培養陰性は自動で電子カルテに送信

したい」「分析結果から独自の警告菌チェッ

クを行いたい」など、お客様のニーズに合わ

せたカスタマイズを行う場合でも、豊富な実

績により安定した運用をご提案いたします。
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シンプルで見やすくて
使い心地最高！

あっ、しまった！
データ書き換えちゃった！

こんなことがないから
安心して使えるわ。

新しい警告菌の
チェックも楽々ね。

警告菌チェック
□・MRSA

□・MDRP

□・CRE
・・・・・・・・・



充実した集計・統計機能で
資料作成業務を大幅削減。 Point.5

ＪＡＮＩＳ検査部門の参加を
強力サポート。 Point.6

検査カウントなどの一般的な業務集計

から菌検出率／アンチバイオグラム／

累積ＭＩＣなど各種統計をお客様ニーズ

に合わせて、柔軟に構築できます。

突然の資料の追加・変更に対しても、

既存設定のコピー機能／マスタ参照機

能により、容易にバリエーションを増やせ、

出力結果もエクセル形式にて出力する

ため、ﾌｧｲﾙ管理や2次編集も手軽に行

えます。

また、出力操作においても、「期間指定」

→「出力統計選択」→出力ボタンクリック

の簡単３ステップで出力することで、

お手を煩わすことなく業務の大幅な削減

をサポートいたします。

ターゲット期間を指定してワンクリッ

クの簡単操作でJANIS提出に必要

なデータを出力できます。

また、JANISのバージョンアップ、各

種コード（菌名、抗菌薬、測定法な

ど）の追加、変更にも柔軟に対応で

きます。

豊富なデータ管理機能
データ活用場面が広がる！ Point.7

感染管理システムとの連携で
データを更に有効活用。 Point.8

臨床への報告、月報、ICT資料作成など様

々な場面で活用頂けます。

●画像データ管理

・報告書への画像印字

・学会資料などへの流用

・教育などへの活用

●血液培養データ管理

・セット率、陽性率の自動計算・帳票出力

・陽性リスト、血培全リストなどの患者リスト

●保存菌株の管理

・保存菌株のラック管理・登録

・保存菌株用ラベルの出力

・保存株リストの出力

●検索条件の管理

・煩雑な検索条件を登録可能

・条件選択→検索にて、即時反映

検査集計
疫学統計

・・・

月報・年報

感染管理支援システム（ICTweb）と

データ連携する事で部門を横断した

データ参照が可能となります。

CRP、WBCなどの細菌検査室でも参

照が必要な検査測定結果の参照、

抗菌薬の投薬状況や薬剤血中濃

度、また体温などのバイタル情報を

含めた治療経過を確認できます。

ASTYⅡとICTwebの連携により、より

精度の高いＩＣＴ連携をご提案いたし

ます。

オネストメディカルシステムシリーズに関する情報、お問い合わせ

WEBサイト︓http://www.honest.co.jp

ICTで使えるから
データ活用範囲が
グッと広がるわね。

データ連携

JANIS参加って大変かも・・・

血液培養
セット率・陽性率

画像管理

・・・

※JANIS：厚労省院内感染対策サーベイランス

本事業への参加は、「平成 26 年度診療報酬

改定」にて、「感染防止対策加算 1（入院初日）

：400点」の基準になっております

ＪＡＮＩＳ
提出用

とっても簡単に
できちゃうのね！
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